
Chapter02 補足資料

RStudio Cloudを使用して、
データ処理・解析を実行しよう



STEP1　RStudio Cloudとは？

 RStudioはプログラミング言語の一つであるR言語を扱いやすくした統合

開発環境で、疫学分野では多くのユーザーによって利用されています。

 RStudioを使用するにはローカル環境を構築する必要がありますが、クラ

ウド版のRStudio cloudではアカウントを作成するだけで、ローカル環境

とほぼ同じことがクラウド上で実行できます。

 誰もが無料で使えます。

・オフライン環境を構築する場合は以下のURLから
https://posit.co/download/rstudio-desktop/



STEP1　RStudio Cloudとは？

 注意書き

この資料では、配布したRファイルのコードを実行して、Chapter02の内

容を実施するための最低限の説明に留めています。全てのコードが予め記

述されていますが、R言語の文法や構文などの説明は基本的にはありません。

なお、R言語の学習については、スライドの最後におすすめ情報を掲載して

いますので、是非そちらをご確認ください。

・オフライン環境を構築する場合は以下のURLから
https://posit.co/download/rstudio-desktop/



STEP2　RStudio Cloudの設定をしよう

Posit Cloudでアカウントを作成します。
1. 「RStudio Cloud」と検索します。

2. 「Posit Cloud」をクリックします。



STEP2　RStudio Cloudの設定をしよう

Posit Cloudでアカウントを作成します。

1. 「RStudio Cloud」と検索します。

2. 「Posit Cloud」をクリックします。

3. 「GET STARTED」をクリックします。



STEP2　RStudio Cloudの設定をしよう

Posit Cloudでアカウントを作成します。

1. 「RStudio Cloud」と検索します。

2. 「Posit Cloud」をクリックします。

3. 「GET STARTED」をクリックします。

4. 初めての人は「Sign Up」をクリックしてアカウントを
作成します。※2回目以降は「Log In」です。



STEP2　RStudio Cloudの設定をしよう

Posit Cloudでアカウントを作成します。

1. 「RStudio Cloud」と検索します。

2. 「Posit Cloud」をクリックします。

3. 「GET STARTED」をクリックします。

4. 初めての人は「Sign Up」をクリックしてアカウントを
作成します。※2回目以降は「Log In」です。

5. 「Email」「Password」「First name」
「Last name」を入力します。「Email」には、必ず使
用できるアドレスを使ってください。
※Googleアカウントを使用する場合は、
 「Sign Up with Google」をクリック



STEP2　RStudio Cloudの設定をしよう

Posit Cloudでアカウントを作成します。

1. 登録したメールアドレスに、Posit Cloudからメールが
届きます。

2. Posit Cloudのアカウントとして入力したメールアドレ
スの受信ボックスで、メールに記載された指示に従って
認証手続きを行ってください。



STEP2　RStudio Cloudの設定をしよう

Posit Cloudでアカウントを作成します。

1. このメールがあなたの受信ボックスに届きます。

2. メールに記載された指示に従って認証手続きを行ってく
ださい。

3. 「Verify your email」をクリックします。



STEP2　RStudio Cloudの設定をしよう

Posit Cloudでアカウントを作成します。

1. このメールがあなたの受信ボックスに届きます。

2. メールに記載された指示に従って認証手続きを行ってく
ださい。

3. 「Verify your email」をクリックします。

4. この画面が表示されれば準備完了です。
Posit Cloudの画面に戻って、ログインしましょう。



STEP2　RStudio Cloudの設定をしよう

Posit Cloudでアカウントを作成します。

1. このメールがあなたの受信ボックスに届きます。

2. メールに記載された指示に従って認証手続きを行ってく
ださい。

3. 「Verify your email」をクリックします。

4. この画面が表示されれば準備完了です。
Posit Cloudの画面に戻って、ログインしましょう。

5. この画面があなたのワークスペースとなります。

＊RStudio Cloudには無料使用の制限があります。詳しくは「project 
hours」という値で決まり、2023年3月25日現在では、「25 project 
hours/月」となっています。授業等での使用であれば、この時間を超えるこ
とはほぼないと思います。仮に、5ドル支払えば、75 project 
hour/monthまで利用することが可能となります。
（利用時間が増える場合には、RStudioのローカル環境を構築することをお勧
めいたします。）



STEP3　Rファイルをアップロードしよう

 配布されている以下の資料をすべてRStudio Cloudへアップロードしよう。

　 ・File2-1.xlsx

　 ・File2-3.R

　 ・File2-5.xlsx

　 ・File2-6.xlsx

　 ・File2-7.xlsx

 

 RStudioにおけるコードの実行方法を知ろう。



STEP3　Rファイルをアップロードしよう

新しいプロジェクトを作成します。
1. 「Your Workspace」の画面で、「New Project」

をクリックします。

2. 「New RStudio Project」をクリックします。



STEP3　Rファイルをアップロードしよう

プロジェクト名を変更します。

1. 最初は「Untitled Project」と入力されているので、
クリックします。

2. 自分で整理しやすいプロジェクト名に変更します
（Your Workspaceで表示されるプロジェクト名にな
ります）。



STEP3　Rファイルをアップロードしよう

プロジェクト名を変更します。

1. 最初は「Untitled Project」と入力されているので、
クリックします。

2. 自分で整理しやすいプロジェクト名に変更します
（Your Workspaceで表示されるプロジェクト名にな
ります）。

3. ここでは「Kenpakusha_Rcode_20230312」と
しました。



STEP3　Rファイルをアップロードしよう

①
②

Rファイルをアップロードします。

1. 右側の中段にある「Upload」をクリックします。

2. 中央に現れたダイアログにある「ファイルを選択」を
クリックします。

3. PCに保存されている「File2-3.R」のファイルを選択
します（該当のファイルは、教科書の指示に従って、
ご自身のPCにダウンロードしてください）。



④

⑤

STEP3　Rファイルをアップロードしよう

Rファイルをアップロードします。

1. 右側の中段にある「Upload」をクリックします。

2. 中央に現れたダイアログにある「ファイルを選択」を
クリックします。

3. PCに保存されている「File2-3.R」のファイルを選択
します（該当のファイルは、教科書の指示に従って、
ご自身のPCにダウンロードしてください）。

4. 上記３. で選択したファイルが表示されます。

5. 「OK」をクリックします。



STEP3　Rファイルをアップロードしよう

アップロードされているか確認します。

1. 右下の枠に、「File2-3.R」があるか確認します。

2. ここに該当のファイルがあれば、クラウド上のフォルダ
へのアップロードが完了です。



STEP3　Rファイルをアップロードしよう

File2-6.xlsx 1.4 MB

アップロードされているか確認します。

1. 右下の枠に、「File2-3.R」があるか確認します。

2. ここに該当のファイルがあれば、クラウド上のフォルダ
へのアップロードが完了です。

3. 同様の手順で、他のファイルのアップロードも
完了させてください。
・File2-1.xlsx
・File2-5.xlsx
・File2-6.xlsx
・File2-7.xlsx



STEP3　Rファイルをアップロードしよう

Rファイルを開きます。

1. 右下の枠の「File2-3.R」をクリックします。

2. 左上の枠に、Rスクリプトが表示されます。

File2-6.xlsx 1.4 MB



STEP3　Rファイルをアップロードしよう

Console ペイン

コードを実行した結果が出力されます。

Source ペイン

Rスクリプトを作成・編集したり、コー
ドを実行できます。

Environment ペイン

作成した変数やデータフレームの中身を
確認できます。

File, Plots, Packagesなどのペイン

ディレクトリやディレクトリ内のファイルを確
認できます。また、図表の可視化を行う場合に
は、このペインに出力されます

Rファイルを開きます。

1. 4つの枠（ペインと呼びます）にはそれぞれ名前があります。参考までに覚えておいてください。



STEP3　Rファイルをアップロードしよう

スクリプトにあるコードを実行してみよう。

1. 基本操作として、Rでコードを実行する場合には以下の通りです。
・ Source ペインで、実行したいコードの行にカーソルを合わせます。

・「ctrl」+「enter」を押す。

2. 試しに、6行目のコードを実行してみましょう。

3. カーソルを6行目に移動させます。

4. 6行目で「ctrl」+「enter」を押して、コードを実行します。

5. 左下のコンソールに、実行結果が出力されます。



STEP3　Rファイルをアップロードしよう

File2-6.xlsx 1.4 MB

スクリプトにあるコードを実行してみよう。

1. 一度に、複数行のコードを実行したい場合は、該当の行を選択しま
す。

2. 「ctrl」＋「enter」を押す。

3. 実行した行のすべての結果が、一度に出力されます。



STEP3　Rファイルをアップロードしよう

スクリプトにあるコードを実行してみよう。

1. 行の先頭等に「#」のついている箇所は、コードとして認識されない
ようになっています。この行にカーソルを合わせて、「ctrl」＋
「enter」で実行しても、#マークの行は飛ばされる（次の行のコー
ドが実行される）ことになります。

2. なお、コードが正常に実行されると、コンソールのペインには左下
の赤色部分のように、「>」の表示が最後にあります。



STEP4　パッケージをインストールしよう

 R言語では、データ処理等を行うための基本パッケージが備わっていて、デフォルト

の状態で多くの関数（sum, mean, plotなど）を使うことができます。

 さらに、便利機能を搭載した無数の“オプションパッケージ”が開発・公開されてい

て、これらを適宜使いながらデータ処理を行うことが多いです。

 オプションパッケージを使用した処理を行うためには、該当のパッケージを

①インストールし、②呼び出す必要があります。

 PC環境が変わらなければ、インストールは初回のみでOKです。一方、パッケージを

使用するためには、毎回「library」でパッケージを呼び出す必要があります。

　パッケージのインストール方法： install.packages(“パッケージ名”)

　パッケージを呼び出す方法　　： library(パッケージ名）



STEP4　パッケージをインストールしよう

パッケージをインストールして呼び出そう。

1. 通常、「install.packages(“パッケージ名”)」を実行して、パッケージを呼び
出しますが、23行目～24行目では、Chapter02で使用する以下のパッケージを
一括でインストールしています。慣れなければ「install.packages(“パッケージ
名”)」で構いません。

・tidyverse ・ggplot2 ・openxlsx ・patchwork
・cmprsk ・survminer ・ggsurvfit ・survival

2. 23行目、24行目のコードを実行します。

3. コードを実行すると、コンソールにインストール過程が出力されますが、しばらく
時間がかかるので、左下に「>」が表示されるまで何もせず待ちます。
※30秒ほどで完了しますが、PCのスペックによっては、5分以上かかる可能性も
あります。



STEP4　パッケージをインストールしよう

パッケージをインストールして呼び出そう。

1. 通常、「install.packages(“パッケージ名”)」を実行して、パッケージを呼び
出しますが、23行目～24行目では、Chapter02で使用する以下のパッケージを
一括でインストールしています。慣れなければ「install.packages(“パッケージ
名”)」で構いません。

・tidyverse ・ggplot2 ・openxlsx ・patchwork
・cmprsk ・survminer ・ggsurvfit ・survival

2. 23行目、24行目のコードを実行します。

3. コードを実行すると、コンソールにインストール過程が出力されますが、しばらく
時間がかかるので、左下に「>」が表示されるまで何もせず待ちます。
※30秒ほどで完了しますが、PCのスペックによっては、5分以上かかる可能性も
あります。

4. インストールが正常に終了すると、左下のコンソール画面のような状態になります。



STEP4　パッケージをインストールしよう

パッケージを呼び出そう。

1. パッケージのインストールが完了したら、パッケージの呼び出しを
行います。スクリプトには以下のようにコードを書いています。

library(tidyverse)
※ここでは「””（ダブルクオーテーション）」は必要ありません。

2. 試しに、28行目にカーソルを合わせ、tidyverseのパッケージを呼
び出しましょう。

3. 左下のコンソールのように出力されていれば、tidyverseパッケー
ジの呼び出しの完了です。
※「conflicts」と表示されますが、現段階では特に気にする必要は
ありません。



STEP4　パッケージをインストールしよう

パッケージを呼び出そう。

1. パッケージのインストールが完了したら、パッケージの呼び出しを
行います。スクリプトには以下のようにコードを書いています。

library(tidyverse)
※ここでは「””（ダブルクオーテーション）」は必要ありません。

2. 試しに、28行目にカーソルを合わせ、tidyverseのパッケージを呼
び出しましょう。

3. 左下のコンソールのように出力されていれば、tidyverseパッケー
ジの呼び出しの完了です。
※「conflicts」と表示されますが、現段階では特に気にする必要は
ありません。

4. 同じように28行目から36行目までのコードも実行して、パッケー
ジを呼び出しましょう。

5. ここまで完了したら、Chapter02を行うための準備完了です。



STEP5　疫学指標を算出しよう

 実習書の演習・実習2-1、2-2のワークシートで行った内容を、全て

RStudio cloudで実施します。

 コードは既に記述済みなので、新たに追加したり編集したりする必要は

一切ありません。順番に実行して、出力結果を確かめてください。

 各コードで何の処理を行っているかは、スクリプトの中で「#」マークで

コメントアウトしていますので、内容をよく確認してください。



STEP5　疫学指標を算出しよう

①

②

コホートの仮想データを生成します。

1. id, status, start_time, end_time, incidence_time, recovery_time, censor
のデータを生成し、sample_dfという名前のデータフレームを作ります。

2. sample_dfにあるstatusという変数をfactor型の変数として定義しています。

※変数の型は、いくつかの種類があります。代表的なものをいくつか挙げておきます。

numeric/integer： 実数値のデータ
logical： 論理型。TRUE/FALSEのどちらかの値。
character： 文字データ。
factor： カテゴリカルなデータ。例えば男性を1, 女性を2



STEP5　疫学指標を算出しよう

③

③

コホートの仮想データを生成します。

1. id, status, start_time, end_time, incidence_time, recovery_time, censor
のデータを生成し、sample_dfという名前のデータフレームを作ります。

2. sample_dfにあるstatusという変数をfactor型の変数として定義しています。

※変数の型は、いくつかの種類があります。代表的なものをいくつか挙げておきます。

numeric/integer： 実数値のデータ
logical： 論理型。TRUE/FALSEのどちらかの値。
character： 文字データ。
factor： カテゴリカルなデータ。例えば男性を1, 女性を2

3. 61行目のglimpse(sample_df)を実行すると、sample_dfのデータフレームに含
まれる内容を左下のコンソールで確認することができます。現在は10行×8列のデー
タフレームであることがわかります。



STEP5　疫学指標を算出しよう

①

②

サンプルデータのファイルを保存します。

1. 「sample_df」のデータフレームを出力したい（オフライン環境に保
存したい）場合は、62行目の「write.csv」のコードを実行します。

2. 右下のペインに、「data_sample.csv」のファイルを保存することが
できます。（オフライン環境に保存したファイルであれば、Excelなど
で開くことができます）



STEP5　疫学指標を算出しよう

図を作成します。
1. せっかくなので、sample_dfに含まれる仮想データを可視化したいと思います。

実習書の図表2-1にあたります。

2. Rではデータの可視化のために、「ggplot2」という便利なパッケージがあります。

3. 66行目から126行目までがggplotのコードで、きれいにするために細かな調整を加
えているので少しコードが長いですが、66行目から126行目のいずれかの場所に
カーソルを合わせて、コードを実行してください。
※該当部分のコードのすべてを選択する必要はありません。一つの塊のコードの、
　いずれかの行にカーソルがあれば該当のコードは実行できます。

4. ここで書いているコードの内容としては、ggplotによって作成した図を、
「fig_cohort」というオブジェクト名（箱というイメージ）で定義する
（箱に入れる）、ということです。



STEP5　疫学指標を算出しよう

②

図を作成します。
1. ここで書いているコードの内容としては、ggplotによって作成した図を、「fig_cohort」とい

うオブジェクト名（箱というイメージ）で定義する（箱に入れる）、ということです。

2. 129行目のコードを実行すると、右下のPlotsのペインに図が表示されます。
※使用したデータをもとに、「Microsoft Excel」で同様の図を作るには限界があります
が、ggplotではデータの可視化においては、困ることがほぼありません。



STEP5　疫学指標を算出しよう

1. ここで書いているコードの内容としては、ggplotによって作成した図を、「fig_cohort」とい
うオブジェクト名（箱というイメージ）で定義する（箱に入れる）、ということです。

2. 129行目のコードを実行すると、右下のペインに図が表示されます。

3. 「Zoom」をクリックすると、作成した図を拡大したウィンドが開きます。
※この時点では、まだ図は“ファイル”として作成されていません。保存方法は後に説明します。

③

図を作成します。
1. ここで書いているコードの内容としては、ggplotによって作成した図を、「fig_cohort」とい

うオブジェクト名（箱というイメージ）で定義する（箱に入れる）、ということです。

2. 129行目のコードを実行すると、右下のPlotsのペインに図が表示されます。
※使用したデータをもとに、「Microsoft Excel」で同様の図を作るには限界があります
が、ggplotではデータの可視化においては、困ることがほぼありません。

3. 「Zoom」をクリックすると、作成した図を拡大したウィンドが開きます。
※この時点では、まだ図は“ファイル”として作成されていません。
　保存方法は後に説明します。



STEP5　疫学指標を算出しよう

①

①

ファイルを作成します。

1. 「fig_cohort」をファイルとして保存します。133行目か
ら139行目のggsaveのコードを実行すると、右下のFiles
のペインに「Fig1.jpeg」が作成されます。



STEP5　疫学指標を算出しよう

③

④

②

ファイルを作成します。

1. 「RStudio Cloud」上で作成し、「Files」のペインにあるファイルをPC
のローカルストレージに保存するには、以下の順に作業します。

2. 右下のペインで、保存したいファイルのチェックボックスをクリックします。

3. 「More」をクリックします。

4. 「Export」をクリックします。



STEP5　疫学指標を算出しよう

①

作成したファイルをPCにエクスポートします。

1. 中央に表示されるダイアログで、「Download」をクリックします。



STEP5　疫学指標を算出しよう

③
作成したファイルをPCにエクスポートします。

1. 中央に表示されるダイアログで、「Download」をクリックします。

2. PCのダウンロードフォルダに保存されます。

3. クリックします（表示される場所は、お使いのPCの環境によって変
わるかもしれません）。



STEP5　疫学指標を算出しよう

作成した図のファイルを開きます。

1. 実習書の図表2-1を作成することができました。



STEP5　疫学指標を算出しよう

②

③

罹患率を算出します。

1. データ生成が終わったので、疫学指標の算出に入ります。

2. 144行目から149行目では、「sample_df」のデータを用いて罹
患率を算出するために、caseとpyearの計算をしています。

3. 152行目のコードを実行して罹患率を算出します。



STEP5　疫学指標を算出しよう

④

罹患率を算出します。

1. データ生成が終わったので、疫学指標の算出に入ります。

2. 144行目から149行目では、「sample_df」のデータを用いて罹
患率を算出するために、caseとpyearの計算をしています。

3. 152行目のコードを実行して罹患率を算出します。

4. 左下のコンソールに結果が出力されます。罹患率は約0.163となり
ました。



STEP6　残りのRコードを1つずつ実行して
出力結果を確認しよう

 これ以降はRファイルのスクリプトの記述に従って、同じように各コード
を実行してください。実習書のChapter02で実施した内容をR言語を
使って再現することができます。



STEP7　R言語を使って、自由にデータ処
理・解析できるようになろう（参考資料紹介）

 R言語に関する書籍は様々ありますが、必ず役立ついくつかの情報を紹介い

たします。最初はコードを書くことに慣れないかもしれませんが、ここに挙

げた書籍やHPを終える頃には、R言語の快適さ・便利さに気づくと思います。

・1冊目としておすすめ

金芳堂
定価 3,520円（税込み）

・もう一歩レベルアップす
るために

技術評論社
定価 3,278円（税込み）

■ Rによるデータ処理の学習に役立つHP情報

1. 疫学のためのRハンドブック
https://epirhandbook.com/jp/index.html
（疫学者や疫学実務者によって書かれた、疫学者や疫学実務者のためのハンドブッ

クです。基本編から実践的な内容のすべてが記載されています）

2. 私たちのR
https://www.jaysong.net/RBook/index.html
（宋財泫（SONG Jaehyun）先生と 矢内勇生先生が共同で執筆しているHPです。

R言語の扱い方について細かく記載されています。）

https://epirhandbook.com/jp/index.html
https://www.jaysong.net/RBook/index.html


RStudioはR言語を扱いやすくした統合開発環境であり、

疫学分野で汎用されています。そのクラウド環境が

RStudio cloudです。

あらゆるデータ処理、可視化、統計解析等を実行できます。

処理した内容は全てRファイルにコードとして記録が残るため、

データ処理の再現性を保つことができます。

大量のデータ解析も、わずかな時間で処理できます。

とにかく便利です。
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